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（７）休職者に対して企業が行った措置の内容

Q.休職期間中に行った休職者への措置の内容は？（複数回答）

⇒多くの企業で休職中の措置として「診断書の提出の指示」、「定期
的なコミュニケーション」が実施されている。
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１位 診断書の提出の指示 90.6％

２位 電話、メールによる定期的なコミュニケーション 88.2％

３位 訪問、面談による定期的なコミュニケーション 59.1％

企業アンケート調査結果

以下、試し出社（48.4％）、本人同意の下の主治医からの情報収集（47.0％）、
個別復職計画の作成と本人・上司との共有(37.6％),生活リズムの記録と共有(34.8％)等
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休職者とのコミュニケーションの重要性について

職場復帰支援の手引き4）

（厚生労働省）

“休職期間中に産保スタッフが本人と接触することが望ましい結果をもたらすことがある”

“不安や悩みなどを相談できる場を設けることも重要である”

先行研究５）６）７）

“産保スタッフや人事担当者と面談を行うことは、再休職防止や職場再適応に効果がある”

４）厚生労働省・独立行政法人労働者健康安全機構(2020) 心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き. 

本研究で実施した
復職者アンケート調査より

【自由記述】

「面談をすることで気持ちが楽になった」

「面談をしたことで復職時にストレスを感じずに済んだ」
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（11）企業と休職者が事業場外資源に対して期待した効果

Q.事業場外資源の利用に当たって期待したことは？（複数回答）

企業/復職者アンケート調査結果

※結果から上位五つを抜粋
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n = 150

⇒企業の方が「業務遂行能力の回復」「コミュニケーション能力の向上」に関して期待度が高い。
復職に向けた課題の捉え方に、企業と休職者との間で違いがあることが示唆された。
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休職者本人が期待したこと企業が事業場外資源に期待したこと


